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病院ニュース

３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
型
財
政
支
援

強
化
、拡
充
さ
れ
る〈
千
葉
大
学
病
院
〉の
研
究
、診
療
体
制

▶日本中でがんと診断された人が400万人に達するのではな
いかとの数字に、驚かれる人も多いのではないでしょうか。
しかし、PET（ポジトロンCT）やヘリカルCTなどにより小さ
ながんの早期診療が可能となり、また年々治療法も進歩し、
がん患者の救命のみならず、社会復帰が可能となってきてい
ます。
▶以前、兜町の証券取引所のシステム障害で大儲けした人々
に「美しくないことです」と心からの不快感を表明された第三
次小泉内閣の与謝野馨金融兼経済相が、安倍改造内閣で内閣
官房長官として久しぶりに国民の前に登場しました。かすれ
声での閣僚の紹介に、気がつかれた方もあると思います。昨
年10月、下咽頭がんと診断され、多少のリスクを伴っても最
善の手術をと医師に頼み、13時間に及ぶ腫瘍摘出と再建手術
を受けていたとの手記を読み、驚きました。
▶従来下咽頭がんは、喉頭、頸部食道とともに切除されるた
め、声を失い、社会復帰が難しい疾患とされていました。私
も同様の診療に携わる者として、この事例は早期診断と最新
医療の重要性をあらためて認識することができた一例です。

（形成・美容外科科長　一瀬正治）

先
端
医
療
、
専
門
医
療
人
の
育
成

●
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
①
が
ん
医
療

の
担
い
手
と
な
る
専
門
医
療
人
の
養
成

　

②
優
れ
た
が
ん
医
療
を
提
供
で
き
る

拠
点
の
強
化　

③
先
端
的
が
ん
研
究
の

研
究
強
化―

を
め
ざ
す
も
の
で
、
平
成

19
年
度
に
文
部
科
学
省
よ
り
全
国
18
グ

ル
ー
プ
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。︿
千
葉

大
学
病
院
﹀は
、
筑
波
大
学
、
埼
玉
医

科
大
学
と
の
共
同
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

向
こ
う
５
年
間
大
規
模
な
財
政
支
援
の

下
、
が
ん
の
研
究
、
診
療
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
︿
が
ん
﹀は
、
昭
和
56
年
以
降
わ
が
国

の
死
亡
原
因
の
１
位
を
占
め
、
現
在
で

は
30
％
超
に
達
し
て
、
そ
の
対
策
は
国

の
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
病
気
を
横
断
的
ま
た

は
総
合
的
に
診
療
で
き
る
専
門
医
を
は

じ
め
、
高
度
な
が
ん
医
療
に
習
熟
し
た

看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
療
技
術
者（
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
）と
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

不
足
し
て
お
り
、
そ
の
人
材
育
成
が
急

務
で
す
。

　

今
回
の﹁
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
養
成
プ
ラ
ン
﹂の
選
定
を
受
け︿
千
葉

大
学
病
院
﹀で
は
、
新
た
な
が
ん
治
療

体
制
の
構
築
に
向
け
、
治
療
法
の
研
究

は
も
と
よ
り
、
現
場
で
直
接
役
に
立
つ

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

早期診断と最新治療
コラム

http://www.ho.chiba-u.ac.jp/〒 260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1
TEL 043-222-7171（代表）千葉大学医学部附属病院

臨
床
前
教
育
、
実
習
に
成
果

●
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

平
成
17
年
度
、﹁
教
育
方
法
の
工
夫

改
善
﹂の
分
野
で﹁
診
断
能
力
向
上
を
め

ざ
す
臨
床
医
学
教
育
の
取
り
組
み（
臨

床
技
能
教
育
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｐ

Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
、
初
診
外
来
実

習
、
地
域
病
院
実
習
）﹂が
採
択
さ
れ
、

国
の
財
政
支
援
が
決
定
し
ま
し
た
。
期

間
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　

医
師
に
求
め
ら
れ
る
臨
床
能
力
は
、

﹁
医
学
的
知
識
﹂に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
を
応
用
し
て
診
断
、
治
療
す
る﹁
問

題
解
決
能
力
・
診
療
技
能
﹂
と
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の﹁
人
格
・

態
度
﹂で
す
。

　

こ
う
し
た
臨
床
能
力
を
養
う
た
め
、

近
年
各
大
学
医
学
部
で
は
、
学
生
が
実

際
の
診
療
に
参
加
し
て
学
習
す
る﹁
診

療
参
加
型
臨
床
実
習
﹂が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん

か
ら
情
報
を
収
集
し
、
解
釈
、
分
析
を

亥鼻キャンパス全景（右端が千葉大学病院、写真中央左の田の字型の建物が医学部・大学院医学研究院）

　

新
し
い
治
療
方
法
の
研
究
や
優
れ
た
医
療
人
の
育
成
、
診
療
体
制

の
充
実
強
化
に
大
き
な
一
歩―

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
大
学

院
医
学
研
究
院
で
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
、
受
託
研
究
費
、
共
同

研
究
費
、
奨
励
寄
附
金
等
の
外
部
資
金
を
積
極
的
に
獲
得
し
、
教
育

研
究
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
平
成
19
年
度
ま
で
に
国
の
進
め
る「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」「
特
色
あ
る
教
育
Ｇ
・
Ｐ（G
o
o
d 

P
ractice

）」「
臨
床
試
験
の
中
核
病
院
指
定
」な
ど
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
大
型
予
算
の
獲
得
に
成
功
し
ま
し
た
。
高
度
で
先

進
的
医
療
へ
の
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
業
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
大
学
病
院
と
し
て
社
会
的
使
命
の
実

現
に
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

主
な
内
容

◦３プロジェクトに大型財政支援
　強化、拡充される＜千葉大学病院＞の研究、診療体制

◦＜看護部から＞「のびのび仕事に取り組んでいます」
◦「セカンド・オピニオン外来」開設しています

◦＜遺伝カウンセリング＞多職種の医療チームが対応
◦＜薬剤部から＞薬と飲食物との飲み合わせ
◦ロッテ・ズレータ選手が闘病中の子供たちを激励
◦ミニニュース

◦＜フリートーク＞多くの多様な才能を結集して　齋藤康 理事・医学研究院教授・前病院長

◦＜トピックス＞インフルエンザの季節です

１面

２面

３面

4面

し
て
診
断
す
る
基
本
的
臨
床
能
力
を
身

に
つ
け
る﹁
臨
床
前
医
学
教
育
﹂が
重
要

で
す
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
学
習

し
た
学
生
か
ら
の
評
価
は
き
わ
め
て
高

く
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

国
内
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

●
臨
床
研
究
基
盤
整
備
事
業
の
中
核
病
院
指
定

　

正
式
に
は
厚
生
労
働
省
の﹁
医
療
技

術
実
用
化
総
合
研
究
事
業
・
臨
床
研

究
基
盤
整
備
推
進
研
究
﹂に
採
択
さ
れ
、

同
時
に
全
国
10
ヵ
所
の
治
験
中
核
病
院

の
う
ち
の
１
病
院
と
し
て
、
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
治
験
の
実
績
と
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
、
さ
ら
に
将
来
計
画

に
つ
い
て
、
高
い
評
価
を
受
け
た
結
果

と
い
え
ま
す
。

　

研
究
課
題
は﹁
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
臨
床

研
究
機
関（
Ａ
Ｒ
Ｏ
）を
活
用
し
た
臨
床

研
究
拠
点
整
備
﹂。
期
間
は
、
平
成
19

年
７
月
か
ら
22
年
３
月
ま
で
で
す
。
今

回
の
採
択
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
継
続

的
な
実
施
と
基
盤
整
備
が
進
み
、
Ａ
Ｒ

Ｏ
を
中
心
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床

試
験
が
実
施
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、国
内
の
臨
床
研
究
の
知
的
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、新
し
い
治

療
方
法
を
社
会
に
対
し
て
発
信
す
る
こ

と
で
、国
民
の
保
健
、医
療
、福
祉
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。



ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も

の
び
の
び
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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犯
罪
心
理
に
興
味
を
持
ち
、
刑
務

官
と
な
っ
て
受
刑
者
の
生
活
の
面
倒

を
見
て
い
ま
し
た
。
結
婚
後
、＂
や

り
が
い
＂を
持
て
る
仕
事
と
し
て
看

護
師
の
資
格
を
取
得
。
10
年
間
の
転

勤
を
重
ね
た
後
、
千
葉
大
学
病
院
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
で
は
分
か
ら
な
い
心
の
内
や

こ
と
ば
で
教
え
て
く
れ
な
い
患
者
さ

ん
の
認
知
行
動
、
自
傷
行
為
な
ど
、

総
合
病
院
な
ら
で
は
の
治
験
や
新
し

　
﹁
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
け
ど
、
ど

う
し
よ
う
﹂﹁
副
作
用
の
強
い
薬
を
使

う
と
言
わ
れ
、
心
配
だ
﹂。
こ
う
し

た
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
た
と
き
、

一
人
の
主
治
医
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

の
専
門
医
の
意
見
も
確
認
し
た
う
え

で
、
治
療
を
受
け
た
い
と
思
う
の
は

当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

病
気
の
治
療
・
検
査
方
法
に
つ
い

て
、
自
分
の
主
治
医
以
外
に
、
別
の

病
院
の
専
門
家
に
意
見
を
聞
く
こ
と

を︿
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン（
第
二

の
意
見
）﹀と
い
い
ま
す
。

　

日
進
月
歩
の
医
療
で
は
、
専
門
家

で
も
常
に
同
じ
意
見
と
は
限
ら
ず
、

特
に
判
断
の
難
し
い
選
択
を
要
す
る

場
合
は
な
お
さ
ら
で
、
医
療
の
高
度

化
、
専
門
分
化
に
伴
っ
て
こ
の
セ
カ

ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
院
で
は
、
こ
う
し
た
要
望
を
お

持
ち
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
平
成

17
年
2
月
よ
り
左
記
の
と
お
り﹁
セ

カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
﹂を
開

設
し
て
い
ま
す
。

◆相談の対象となる方
　ご本人の来院が原則ですが、どうしても無

理な場合、「同意書」があればご家族のみで
も可能です。

◆費用と時間
　31,500円／ 1時間
 （消費税込み、健康保険は適応されません。）

◆相談の手続き
　事前の予約が必要です。相談に際し、主治

医からの紹介状、検査データ、レントゲン
フィルム等をご用意ください。

◆予約・問い合わせ先
　千葉大学医学部附属病院医事課外来業務室
　電話：043−222−7171（内線6091）

◆詳細はホームページでもご覧になれます
　URL：http://www.ho.chiba-u.ac.jp/

secoundopinion_info.html

い
医
療
に
間
近
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
も
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

大
学
病
院
は
敷
居
が
高
い
と
思
っ 〈

中
途
採
用
看
護
師
の
紹
介
〉

看護師・助産師の
中途採用募集中！

１．職　　種 看護師及び助産師
２．募集人員 20 ～ 30名程度
３．雇用形態 常勤職員・非常勤職員
 （フルタイムまたはパート）
４．選　　考 面接、小論文（常勤職員のみ）
５．必要書類 履歴書（本院所定様式）・看護師等
 免許証の写し・応募者希望調査用紙
６．書類送付先 〒260-8677
 （特定番号のため住所の記入は不要です）
      千葉大学医学部附属病院総務課人事係　宛

雇用形態や勤務部署等は、状況に応じて決定さ
せていただいておりますので、詳細はお問い合
せください。
施設見学をご希望される方は、ご相談ください。
中途採用者の研修も実施しております。ブラン
クのある方も安心してご応募ください。
選考日につきましては後日連絡いたします。

●問い合わせ先
　千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1
　千葉大学医学部附属病院看護部副看護部長室
　TEL 043−222−7171（内線6609・6519）
　E-Mail  kango@office.chiba-u.jp

＜看護師・助産師免許をすでに取得されている方＞

他の専門家の意見も聞きたい…

そんな方のために
［セカンド・オピニオン外来］
開設しています

熱
心
な
指
導
、

良
好
な
職
場
環
境

森
内
加
奈
恵（
精
神
科
勤
務
）

専
門
知
識
を
身
に
つ
け
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
�

宮
下
浩
子（
消
化
器
内
科
勤
務
）

　

民
間
病
院
の
緩
和
ケ
ア
に
長
く
従

事
し
て
い
た
の
で
す
が
、
緩
和
ケ
ア

が
必
要
と
な
る
前
の
治
療
経
過
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

専
門
性
の
高
い
千
葉
大
学
病
院

で
、
看
護
や
最
新
治
療
な
ど
の
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
図
れ
る
な
ど
教
育
環
境
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
が
な
に
よ
り
魅
力
で

す
。
患
者
の
言
動
か
ら
体
調
や
精
神

面
が
把
握
で
き
る
な
ど
、
緩
和
ケ
ア

の
経
験
が
生
か
せ
る
の
も
、
私
に

と
っ
て
は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

点
滴
や
採
血
、
電
子
カ
ル
テ
、
Ｓ

Ｐ
Ｄ（
物
品
の
補
充
）な
ど
シ
ス
テ
ム

の
違
い
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
か
ら
適
切
な
指
導
を
い
た

だ
き
、
職
場
に
も
す
ん
な
り
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
い
た
の
で
す
が
、
教
育
環
境
の
充

実
と
看
護
の
質
が
保
障
さ
れ
、
志

の
高
い
看
護
師
も
多
い
。
私
の
場

合
、
ブ
ラ
ン
ク
の
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
熱
心
な

指
導
、
良
好
な
職
場
環
境
に
も
恵
ま

れ
、
の
び
の
び
と
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。



　「栄冠めざし精いっぱい努力します。みなさん、早く元気に
なって、マリンスタジアムに応援に来てください」―さる９月
19日午前、千葉ロッテマリーンズの主砲・ズレータ選手が小児
病棟を訪れ、闘病中の子供たちを励ましました。
　きっかけは、昨年千葉大学がロッテとの間で〈スポーツ振興〉を通じて、元気な地域
社会を築く連携協定を結んだことから、ズレータ選手の強い希望で実現したものです。
　ズレータ選手は、プレイルームに集まった約20名の子供たち一人ひとりに名前を尋

ね、ロッテの帽子にサインをしてプレゼント。ま
た、歓迎に集まっていた保護者からの「記念に写真
撮影を―」との声にも気軽に応じていました。
　この後もズレータ選手は、ベッドから出られな
い症状の重い子供たちの病室を訪れ「早く良くなっ
て、マリンスタジアムに応援に来て」と激励。訪問
を終えたズレータ選手は「短い時間だったが、子供
たちの喜んでくれる顔を見て、ほんとうに来てよ
かった」と感激の表情で語りました。

ロッテ・ズレータ選手
闘病中の子供たちを激励

mini news
千葉大学病院ニュース

外来維持透析も受け入れます
　人工腎臓部は15床の治
療ベッドを有し、血液透
析をはじめとする各種の
血液浄化法による治療を
行っています。
　これまで、入院患者さ
んを対象に治療を行って
きましたが、本年９月か
ら外来維持透析の患者さんの受け入れも開始しました。
　千葉大学病院の近隣にお住まいで、当院での維持透析をご
希望の方がいらっしゃいましたら、下記までご連絡くださ
い。ご希望により施設見学も可能です。
■お問い合わせ先
　千葉大学医学部附属病院人工腎臓部
　電話：043−222−7171（内線6348、6349）
　FAX：043−226−2370
　E ‐ Mail：jinko＠office.chiba-u.jp

◆
感
染
症
を
治
療
す
る
お
薬
と

　

乳
製
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
類

　

細
菌
を
殺
し
た
り
、
そ
の
働
き
を
抑

え
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
抗
菌
薬
の
う

ち
、
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
、
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
系
と
呼
ば
れ
る
お
薬
を
、
牛

乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
と
一

緒
に
飲
む
と
、
そ
の
効
き
目
が
弱
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
製
品
に
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
が
お
薬
の
成
分
と
く
っ
つ
き
、

腸
か
ら
の
お
薬
の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
る

た
め
で
す
。
乳
製
品
の
摂
取
と
お
薬
を

飲
む
時
間
を
ず
ら
せ
ば
大
丈
夫
で
す

の
で
、
お
薬
を
飲
む
前
後
2
～
3
時
間

は
、
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製

品
を
と
る
こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
様
に
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
鉄
も
こ
れ
ら
の

お
薬
の
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
金

属
類
を
多
く
含
む
健
康
食
品
な
ど
も
、

お
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
販
の
胃
腸
薬
や
病
院
、
薬

局
で
渡
さ
れ
る
お
薬
の
中
に
、
カ
ル
シ

ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
同
様
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
、
テ
ト
ラ
サ
イ

ク
リ
ン
系
の
抗
菌
薬
以
外
に
も
、
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
に
よ
り
効
き
目
が
弱
く
な

る
お
薬
が
あ
り
ま
す
。
服
用
さ
れ
て
い

る
お
薬
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
場
合
に

は
、
ご
遠
慮
な
く
窓
口
の
薬
剤
師
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

採血開始を30分早めました！

地元住民17名の参加のもと
大地震発生に備えた防災訓練

　検査部・中央採血室では、９月よ
り採血開始時刻を30分繰り上げて、
８時より行っています。
　近年、外来診療において診察前検
査を実施される患者さんの割合が大
変増えてきています。診察前検査と
は、医師によってあらかじめ指示さ
れた採血や採尿を診察の前に済ませ

ておき、受診時にはその検査結果を見ながら診察するもので
す。当日データでの診療によって、受診日の状態を的確に把
握し、治療や投薬を適切かつ効率的に行えるメリットがあり
ます。また、検査結果を聞くための通院が不要となり、患者
の皆様にとっても負担軽減につながります。
　検査部では、今後ともさらなる患者サービスの向上に努め
てまいります。

　「大地震発生」のとき、千葉大学病院はどう行動すべき
か——を学ぶ防災訓練が９月５日、地域住民の参加」を得て
院内で行われました。
　「東京湾北部を震源とする震度６強の大規模地震が起きた」
という想定で、トリアージセンターの設置、非常召集、被害
状況の伝達訓練のほか、地元の矢作町と亀岡町の住民17名
を対象としたＡＥＤ（自動体外式除細動器）の訓練を実施しま
した。
　当日は天候不良のため、サッカー場で予定していた起震
車、煙体験ハウス、消火器使用訓練は中止となってしまいま
したが、第一講堂ではＡＥＤ訓練をはじめ、トリアージ（多
数の傷病者を重傷度と緊急性によって救命の順序を決定する
こと）に関して救急部の仲村将高先生の講演があり、その後
模擬患者を使ってのト
リアージ訓練が行われ
ました。
　また、防災週間に合
わせて期間中５回にわ
たり「トリアージ訓練の
進め方」のビデオが上映
され、約330名がその
映像を視聴しました。

薬
と

飲
食
物
と
の

飲
み
合
わ
せ

〈薬剤部から〉

多
職
種
の
医
療
チ
ー
ム
が
対
応

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室（
遺
伝
外
来
）

眼科外来は完全予約になります
外来の混雑緩和のため、来年１月より、眼科外来
を初めて受診される場合には、必ず他の医療機
関からの紹介状をお持ち下さい。ご理解ご協力
をお願い申し上げます。

　

遺
伝
子
が
病
気
を
引
き
起
こ
す
仕
組

み
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
に
伴
な
い
、
病
気
の
診
断
に
役

立
て
る
遺
伝
子
検
査
も
、
広
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
は
①

家
系
を
通
し
て
多
く
の
人
に
影
響
を
与

え
る　

②
根
本
的
な
治
療
法
が
ま
だ
な

い
病
気
が
多
く
含
ま
れ
る—

—

と
い
っ

た
特
徴
が
あ
る
た
め
、
他
の
採
血
検
査

と
同
じ
よ
う
に
は
扱
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
検
査
部
で
は
、
平
成
15
年
４

月
に﹁
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
﹂を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
遺
伝
子
検

査
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
提
供
し
、

来
談
者
に
遺
伝
子
検
査
の
意
義
を
充
分

に
理
解
し
納
得
し
た
う
え
で
検
査
を
受

け
る
か
ど
う
か
決
め
て
い
た
だ
く
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
結
婚
や
出
産
に
際
し
、
遺
伝
病

に
関
す
る
誤
解
や
漠
然
と
し
た
不
安
を

抱
え
る
人
も
多
く
、
一
般
の
方
か
ら
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

「
遺
伝
子
診
療
部
」と
し
て

独
立
、
さ
ら
に
充
実
を
図
る

　

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
は
、
こ
の

よ
う
な
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
た
め

に
、
臨
床
遺
伝
専
門
医
を
中
心
に
、
神

経
内
科
、
周
産
期
、
小
児
科
の
医
師
、

さ
ら
に
臨
床
心
理
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
検
査
技
師
、
視
能
訓
練
士

と
い
っ
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
加
え
た
多

職
種
に
よ
る
医
療
チ
ー
ム
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
遺
伝
子
診
療
部
と
し
て
独
立

し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

U
R
L:http://1

3
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hom
e%

2
0
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電
話
予
約 

０
４
３
ー
２
２
６
ー
２
３
２
５(

直
通)

受
付
時
間　

９
：
00
ー
17
：
00

闘病中の子供たちを
激励に訪れたズレータ選手
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　冬といえばインフルエンザ——今年も流行の季節になりました。
予防接種はお済みでしょうか？
　“予防接種を受ければ、インフルエンザには絶対かからない”とい
うのは嘘です。じゃあ接種しない——となるのも仕方ありません。
　しかし①自分がかかりにくくする　②かかったときに症状を軽く
する　③自分がかからないことで周囲への感染を防ぐ——という効
果があります。副作用は少なく、接種するメリットの方が大きいの
です。
　生後６ヵ月以上５歳未満の小児、50歳以上の成人や慢性疾患（心
臓や肺の病気、糖尿病など）を有する小児・成人などには推奨され
ています。

（感染症管理治療部・戸来依子）

多
く
の
部
局
と
の
連
携
を
強
化

　

今
日
千
葉
大
学
は
、
大
学
全
体
を
見
通
し
た︿
経
営
﹀

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
目
的
に
合
わ
せ
た
国
か
ら
の
研
究
費
を

獲
得
す
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
る
一
方
、﹁
大
学
基
金
﹂

を
設
立
し
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
の
寄
金
を
募
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
千
葉
大
学
病
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
病
棟
の

運
営
や
既
存
病
棟
の
再
開
発
を
ど
う
進
め
る
か
、
千
葉

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
ど
う
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
の
か―

な

ど
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
発
展
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
大
学
病
院
は
、
総
合
大
学
で
あ
る
千
葉
大
に

と
っ
て
き
わ
め
て
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
学
長
は﹁
理
事

と
し
て
、
病
院
長
の
経
験
を
大
学
全
体
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
に
生
か
し
て
欲
し
い
﹂と
私
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
た
め
、
私
は
千
葉
大
の

持
つ
多
く
の
学
部
や
専
門
家
に
参
画
を
お
願
い
し
、
そ

れ
ぞ
れ
予
想
を
超
え
る
ご
活
躍
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

特
殊
な
感
染
症
に
つ
い
て
は﹁
真
菌
医
学
研
究
セ

ン
タ
ー
﹂か
ら
の
応
援
、
新
し
い
診
断
機
器
の
開
発
に

は﹁
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
﹂の
貢
献
が
あ
り
、
新
病
院
の
建
築
、
構
造
に
関
し

て
は﹁
工
学
部
﹂の
懇
切
な
指
導
も
あ
り
ま
し
た
。
千
葉

大
の
春
の
名
所
で
あ
る
桜
並
木
の
保
護
や
玄
関
の
花
壇

で
の
花
づ
く
り
に
は﹁
園
芸
学
研
究
科
﹂の
熱
心
な
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
本

学
学
生
た
ち
の
力
強
い
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
多
く
の
部
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
培
っ
た
技
能
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
内
の
個
性
あ
ふ
れ
る
多
様
な
才
能

を
結
集
し
て
こ
そ
、
患
者
さ
ん
が
望
ん
で
お
ら
れ
る︿
千

葉
大
病
院
﹀が
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

降
る
よ
う
な
愛
で
、後
進
を
育
て
る

　

私
の
好
き
な
こ
と
ば
、
座
右
の
銘
は
、
恩
師
で
生
化

学
者
の
藤
井
節
郎
先
生
の﹁
降
る
よ
う
な
愛
を
注
ぐ
﹂。

自
分
が
弟
子
を
抱
え
た
と
き﹁
雪
が
降
る
日
、
天
に
向

か
っ
て
見
上
げ
た
と
き
に
、
顔
に
当
た
っ
た
雪
が
溶
け

て
も
溶
け
て
も
降
っ
て
く
る
よ
う
に
愛
を
注
ぐ
﹂と
い
う

意
味
で
、
後
進
の
育
成
の
根
幹
と
な
る
思
想
で
す
。

　

ま
た
私
は
、
演
劇
が
好
き
で
、
よ
く
観
に
行
き
ま
す

が
、
蜷
川
幸
雄
の
演
出
方
法
に
は
い
つ
も
共
感
し
て
い

ま
す
。
舞
台
の
初
め
の
一
瞬
で
観
客
の
心
を
ガ
ッ
チ
リ

掴
ん
で
し
ま
う
手
法
。
学
会
で
の
発
表
、
ま
た
普
段
の

授
業
で
も
、
大
変
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

父
の
後
ろ
姿
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

父
は
、
福
島
県
の
安
達
太
良
山
の
麓
の
開
業
医
。
多

忙
で
家
庭
を
か
え
り
み
な
い
父
の
姿
を
見
て﹁
医
者
に
は

な
り
た
く
な
い
﹂と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
医
師
を

め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

医
療
と
は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
、
治
療
が
受
け

ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
健

康
を
回
復
し
て
元
気
に
家
庭
に
戻
っ
て
い
く
こ
と―
そ

れ
が
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
父

の
後
ろ
姿
か
ら
い
つ
の
間
に
か
学
ん
で
い
た
こ
と
だ
と
、

今
振
り
返
っ
て
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
医
師
が
こ
れ
か
ら
の
医
療
界
に
必
要
で

あ
る
の
か
、
診
断
や
医
療
に
つ
い
て
今
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
不
足
し
て
い
る
の
か
を
常
に
考
え
解
決
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
単
に
医
療
従
事
者
だ
け
が

考
え
て
い
れ
ば
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も

と
共
に
患
者
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
大
学
病

院
の
未
来
を
約
束
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
の
敷
地

内
に
は
、
土
が
盛
り
上
が
っ

た
所
に
大
き
な
木
が
あ
り
、

そ
の
根
元
に「
牛ご

ず頭
天
王
」と

書
か
れ
た
石
碑
が
、
５
ヵ
所

あ
る
。
同
じ
よ
う
な
石
碑
は
、

医
学
部
の
外
に
も
２
ヵ
所

あ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
７
つ
を

「
七し
ち
て
ん
の
う
づ
か

天
王
塚
」と
人
々
は
呼
ん

で
い
る
。

　

七
天
王
塚
は
、
千
葉
氏
が

北
極
星
も
し
く
は
北
斗
七
星

を
神
格
化
し
た
妙
見
を
信
仰

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
北
斗
七

星
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
七
天
王

塚
は
、
千
葉
氏
の
７
人
の
家

臣
あ
る
い
は
兄
弟
の
墓―

と

言
う
伝
承
が
あ
る
。

　

他
に
、
平
た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
の
７
人
の

理
事

医
学
研
究
院
教
授

前
病
院
長

　

齋 

藤　

康
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七天王塚　❷

て
、
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。

　

２
０
０
２
年
の
千
葉
大
学

構
内
の
発
掘
調
査
で
、
七
天

王
塚
の
中
央
付
近
に
６
〜
７

世
紀
頃
の
前
方
後
円
墳
の
遺

構
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
発

見
は
、
七
天
王
塚
の
ロ
マ
ン

を
古
代
に
ま
で
遡
ら
せ
る
。

（
妙
見
信
仰
研
究
家
・
宮
原
さ

つ
き
）

影
武
者
の
墓
と
い
う
い
い
伝

え
も
あ
る
。
こ
れ
は「
牛
頭
天

皇
」と
書
か
れ
た
石
碑
も
あ
る

よ
う
に
、
天
皇
と
天
王
が
混

同
し
た
こ
と
。
将
門
が
自
ら

を
東
国
の
新
皇（
新
し
い
天

皇
）と
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

牛
頭
天
王
は
、
も
と
イ
ン

ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で

あ
っ
た
が
、
日
本
に
伝
わ
っ

て
か
ら
は
一
切

の
災
い
を
断
つ

神
と
し
て
京
都

祇
園
社
な
ど
に

祀
ら
れ
た
。
七

天
王
塚
は
、
小

さ
な
古
墳
に
木

（
ご
神
木
）を
献

じ
、
石
碑
を
建

学
内
の
多
様
な
才
能
を
結
集
し
て

病
院
、大
学
全
体
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

大切な人のために予防接種を
インフルエンザの季節です

　地域における医師不足の窮状が、最近マスコミでよく取り
上げられるようになりました。
　千葉大学病院は、県内で唯一の国立の医育機関であり、地

域の基幹病院でもあります。医師不足と救急医療のニーズに対して、共
に対応していく責務を負っています。
　千葉大学病院ニュースを通して、千葉大学医学部、医学研究院そして
附属病院がどんな医師を育成しているのか。大学病院のどの診療科が、
どのような救急医療に対処しているのかを皆さんにお伝えし、ご理解い
ただくことで、大学病院が地域の医療、福祉により多く貢献できるもの
と思っています。

（副病院長・総合医療教育研修センター長　田辺政裕）

あとがき

医学部構内外に７カ所ある
七天王塚（千葉市指定文化財）

〈
理
事
と
し
て
〉

〈
教
育
者
と
し
て
〉

〈
医
師
と
し
て
〉




